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都道府県名

産地パワーアップ事業
都道府県事業評価報告書

事業実施年度 平成２８（西暦２０１６）年度

宮城県



都道府県 宮城県

１　産地パワーアップ計画

（１）生産コスト又は集出荷・加工コストの10％以上の削減
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農地の集積・集約化及びコ
ンバイン導入により，作業
の効率化が図られ，種苗
費，肥料費等が削減された
事により目標を達成する事
ができた。

町内の集落営農法人間での連
携をすすめ，経営発展に積極
的に取り組んでいる。水稲作
業の効率化が可能になり，よ
り収益を上げるための園芸作
物の導入・作付拡大に向けた
支援を行う。

水稲直播情報（技術資料）の
提供（３回）及び随時の技術
指導，低コスト化の意識付け
を行った。
農業法人経営安定化ハンズオ
ン支援事業により，中長期事
業計画の作成と社内共有，理
事と社員の業務範囲の確定等
について支援を行った。

69,768
円／10a

51.8 249,516
62,764
円／10a

産地パワーアップ事業

都道府県事業評価報告書

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標

事後評価の検証方
法(※定量的な検証
ができること。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価 都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年
度

面積 生産量，出荷量

又は処理量 又は処理量 又は処理量

年
度

面積 生産量，出荷量， 年
度

面積 生産量，出荷量，

仙台市
農業振
興協議
会

1 井土 水稲

乾田直播栽培への
転換，薬剤費等の
見直しによるコス
ト縮減 生産コスト

の10％以上
削減

（10.0％削
減）

51.8 219,180
39,722
円/10a

80.46 349,802

該当年度の実績に
より法人の10a当
たりの全生産コス
トを算出し，比較
検討する。

429.0%

乾田直播の面積拡大に伴
い，育苗作業に係る労働
費，燃料費及び薬剤費の削
減が図られ，目標を達成す
ることができた。 中心的経営

体の取組面
積51.8ha

名取市
水田農
業推進
協議会

1

植松 水稲

中心的経営体に対
する作業の集約
化，機械の共同利
用 生産コスト

の10％以上
削減

（10.3％削
減）

120,386
円/10a

136 754,800
108,022
円/10a

129 660,480
87,224
円/10a

113 570,650

該当年度の損益実
績により10a当た
りの全生産コスト
を算出し，比較検
証する。

268.2%

機械導入で効率的な作業が
可能となり，人件費等のコ
スト削減に繋がり，目標達
成となった。

中心的経営
体の取組面
積（100a）

稲作情報（技術指導）の提供
（４回）及び随時の技術指導
を行った。
経営管理の改善のため，令和
元年度の農業法人経営安定化
ハンズオン支援事業実施への
誘導を行った。

植松 大豆

中心的経営体に対
する作業の集約
化，機械の共同利
用 生産コスト

の10％以上
削減

（10.1％削
減）

80,701
円/10a

28 48,450
72,518
円/10a

35 77,690
50,176
円/10a

51 89,190

該当年度の損益実
績により10a当た
りの全生産コスト
を算出し，比較検
証する。

373.0%

機械導入で効率的な作業が
可能となり，人件費等のコ
スト削減に繋がり，目標達
成となった。
一方で，コスト削減を目的
とした肥培管理の見直しに
より，単収が低下した。

中心的経営
体の取組面
積（35a）

大崎市
農業再
生協議
会

2
鹿島台
下志田
北地区

大豆

規模拡大及び作業
委託から自主作業
に切り替えるため
に必要となるコン
バインの導入

平成２７年度組合
収支決算書と平成
３０年度組合収支
決算書の１０ａ当
たりの生産コスト
を比較する。

460.9%

生産コスト
10％以上の

削減
（11．2％
減少）

71,801
円/10a

13.4 29,392
63,727
円/10a

20

75,469円
/10a

31.3

36,000
34,589
円/10a

20.6 45,236

60,311
67,920円
/10a

31.3 62,913

登米市
農業再
生協議
会

1

石越町南
郷字新石
沢前・新
土手前・
新長根下
地区

大豆

中心的経営体に大
豆栽培を集約する
ことや，栽培面積
拡大に対応した大
型コンバインの導
入による刈取作業
の効率化及び施肥
管理の徹底によ
り，産地として生
産コストの10％以
上の削減を実現す

生産コスト
の10％以上
の削減
（10.0％削
減）

3

新大江
向・新遠
田・新五
反口・菖

蒲

大豆

中心的経営体に大
豆栽培を集約する
ことや，栽培面積
拡大に対応した大
型コンバインの導
入による刈取作業
の効率化及び施肥
管理の徹底によ
り，産地として生
産コストの１０％
以上の削減を実現
する。

64,102円
/10a

40 63,628
現状及び目標の年
収支決算書から生
産コストを算出

150.6%

中心的経営体に農地が集積
したことで，目標が達成さ
れた。

現状及び目標の年
収支決算書から生
産コストを算出

41.7%

生産コスト
の10％以上
の削減
(11.1％削
減)

69,618
円/10a

29.9 60,099
61,878
円/10a

29.9

15.7 34,230

60,099
66,392円

/10a
35.2 59,956

27,057
円/10a

17 37,064
26,995
円/10a

1 三輪田 大豆

飼料用米からの転
換による面積拡
大，委託していた
刈取作業を自前で
作業するためのコ
ンバインの導入，
肥料や農薬の使用
及び購入の見直し
等によるコスト削
減

生産コスト
10％以上の
削減
（10.2％削
減）

30,146
円/10a

21 37,110

決算調書により
10a当たりの全生
産コストを算出し
比較検証する

102.0%

110,400
85,345
円/10a

2 佐野 水稲

中心的経営体に対
する作業の集約
化，疎植栽培の導
入 生産コスト

１０％以上
の削減

（20.2％削
減）

113,216
円/10a

26.7 120,985

法人の決算書また
は確定申告書によ
り全生産コストを
現状値と比較検証
する。

122.2%
丸森町水
田農業推
進協議会

20 96,000
90,402
円/10a

22

大豆情報（技術指導）の提供
（２回）及び随時の技術指導
を行った。
経営管理の改善のため，令和
元年度の農業法人経営安定化
ハンズオン支援事業を活用し
た支援を行った。
また，収量の安定化に向け
て，土づくりを重視した適切
な肥培管理を指導していく。

昨年度はＪＡ等が主催する検
討会に参加し，倒伏軽減など
を目的に中耕・培土，除草剤
散布の時期や回数について指
導を行った。また，今年度に
ついても現地実証ほにおいて
難防除雑草対策や土壌改良資
材を用いた土壌改良について
の検討会を行い，引き続き大
豆の安定生産に向けた技術支
援を行う。

最終年の実績は目標を大幅
に上回る結果となってお
り,本事業の趣旨を十分に
活用できた。

　大豆栽培情報を3回発行し，
大豆担当者会議及び現地検討
会等に７回出席し，技術指導
を行った。
　中心的経営体に農地が集積
し，取組みを効率的に実践で
きたことで，目標が達成され
た。

大豆作付面積を21haに増加
し，生産コストも目標を達
成することができた。

取組主体に対して，年間５回
発行の「大豆情報」や現地検
討会等を通じて栽培指導を
行ってきた。今後も基本技術
の指導を徹底する。

　大豆栽培情報を3回発行し，
大豆担当者会議及び現地検討
会等に７回出席し，技術指導
を行った。
　H30年は，計画区域で中心経
営体が農地集積出来ず，産地
全体にコスト削減効果が及ば
なかった。
　次年度以降の作付に向け
て，8月に協議会から中心的経
営体への農地集積の見込みを
伺っており，今後は集積が進
み，目標達成が図られるもの
と考えられる。

中心的経営体への農地集積
を計画どおりに進めること
ができず，取組を効果的に
実施できなかった。令和元
年度以降については計画ど
おり農地集積が進められる
よう支援するとともに，引
き続き作業の効率化に取り
組むよう指導する。

石巻市
農業再
生協議
会
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（２）販売額又は所得額の10％以上の増加
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20 34,4106
前谷地
中埣

大豆

①主食用米から大
豆への転換による
面積拡大（受託面
積の拡大）によ
り，大区画化によ
り作業を集約し労
働力の削減を図
る。
②また，面積拡大
に対応するため大
型トラクター及び
ロータリーを導入
し作業の効率化を
図る。
③土づくり作業機
械の導入による排
水性改善及び各作
業の効率改善する
ことにより，生産
コストの１０％以

生産コスト
の20％以上
の削減
（35.1％削
減）

74,126円
/10a

成果目標

年
度

面積

48,115円
/10a

20 35,953
40,992円

/10a
13 23,370

生産量又は

事後評価の検証方
法(※定量的な検
証ができるこ
と。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価

決算調書により
10a当たりの全生
産コストを算出し
比較検証する

127.4%

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

事業実施
前年度

地域(県又は国を含む)
の価格(販売単価)

補正係数
価格補正
後の実績年

度
面積 生産量又は

目標年度

10.85

都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年度 面積 価格
(販売単価) 生産コスト

出荷量 出荷量 出荷量

生産量又は 価格
(販売単価) 生産コスト価格
(販売単価) 生産コスト

ネギ:
9,612
ﾌﾞﾛｯｺ
ﾘｰ:

75,000

ネギ:
298

ﾌﾞﾛｯｺ
ﾘｰ:
300

-
236,298
円/10a

角田市
水田農
業推進
協議会

1 隈東
ねぎ・
ブロッ
コリー

水田農業から土地
利用型露地野菜
（ねぎ・ブロッコ
リー）への作付転
換，省力化機械化
体系を含めた栽培
計画の作成，機械
の共同利用

販売額の
10％以上の
増加
（13％増
加）

出荷実績及び収
支決算書により
事業取組前と目
標年度の販売額
の算出

107.5%

　ネギは，面積拡大に伴
い，生産量は順調に増加
してきている。その一
方，ブロッコリーについ
ては，H30は台風の影響
で収量が半分以下とな
り，達成率が低くなっ
た。
　H31はネギ，ブロッコ
リーともH30と同程度の
栽培が予定されており，
出荷量の増加が期待され
る。
　今後も関係機関と連携
を図りながら，安定した
生産量の確保のため，技
術支援を行う予定であ
る。

13.5

ネギ:
30,694
ﾌﾞﾛｯｺ
ﾘｰ:

75,000

ネギ:
306

ﾌﾞﾛｯｺ
ﾘｰ:
300

-
221,020円

/10a
14.30

ネギ部会全体会議での
指導や，取組主体への
生育調査・技術指導，
先進地視察等，年間十
数回にわたる指導を行
い，技術支援を行って
きた。
面積的には，ネギ，ブ
ロッコリーとも実績を
伸ばしたが，H30分のブ
ロッコリーにおいて台
風の影響により収量が
減少したことが販売額
に影響した。
H31はネギ，ブロッコ
リー共，同程度の面積
が作付予定であり
販売額向上が期待でき
る。

川崎町
地域水
田農業
推進協
議会

1 川崎
ブロッ
コリー

畝立て同時マルチ
機械の導入及び遊
休農地の利用促進
による作付面積の
増加の取り組み

販売額の
10%以上の
増加
（17.0%増
加）

95,524
円/10a

1.5 5,365 1.7 6,278 300 -
143,530
円/10a

1.3

大和町
地域水
田農業
推進協
議会

1 吉岡 トマト

施設野菜産地の形
成の推進
高度な環境制御技
術等の導入による
周年・計画生産の
取組

-
販売額10%
以上の増加
(12.1%増)

8,095,000
円/10a

1.0 240,000

300 -
111,769
円/10a

目標年度の面積は，栽
培面積の大きい生産者
が事情があり作付け出
来なかったため減少し
たが，土地利用型園芸
作物の生産振興に力を
入れており，講習会を
実施し技術向上に意欲
的である。今後もブ
ロッコリー等の安定栽
培術の確立に向けた支
援を行う。

6,315 300 -

市場等への販売
伝票を元に現状
の販売額を算出
し，実績値も同
様の手法で算
出。

466.9%

作業効率の向上及び適期
管理により，目標を達成
することができた一方，
大きく栽培していた農家
の撤退により，面積が減
少した。
新規参入者もあったこと
から，耕作者は増加した
ため，今後，技術の安定
とともに面積が拡大する
ものと考えている。

337 312.7
9,072,000
円/10a

1.0 270,000 336 -
7,807,265
円/10a

1.076
8,400,617
円/10a

該当年度の出荷
販売実績によ
り，実施地区内
の全農家の10a当
たりの販売額を
比較する。

31.3%

生産量は順調に増加して
いるが，地域内で出荷量
が集中する月の増加によ
り販売単価が低下傾向に
あるため，販売額が減少
している。湿度及び温度
管理を一層向上させ，出
荷量の比較的少ない月に
販売量を増加をさせるこ
とで出荷額の増加を見込
んでいる。

1.0 255,032 306 - 336.5

大崎市
農業再
生協議
会

1
鳴子温
泉

そば

そば産地の形成の
推進
品質向上及び安定
供給に必要な低温
貯蔵庫の導入，新
規事業展開（蕎麦
カフェ）の取組

販売額10％
以上の増加
（20％増
加）

3,372
円/10a

59.64 7,852.5 256.1 -
4,047
円/10a

59.64 8,300.0 290.8 -
4,190
円/10a

91.2 8,280.0 461.3 - ― ― ― ―

該当年度の出荷
販売実績によ
り，実施地区内
の全農家の10a当
たりの販売額を
比較する。

121.2%

収量及び販売単価等が安
定しない年もあったもの
の，低温貯蔵庫導入によ
り高品質のそばが供給可
能となっている。
また,最終年の実績は目
標を達成していることか
ら，本事業の趣旨を十分
に活用できた。

美里地
域農業
再生協
議会

1

美里町・
大崎市
(鹿島
台・松
山・田
尻)・涌
谷町

露地野
菜（青
ねぎ）

青ねぎについて，
面積拡大に向けた
作業体系の確立，
防除徹底と施肥診
断による収量・品
質の向上により，
高単価の販路を開
拓するとともに，
集出荷貯蔵施設の
整備により，作付
面積拡大と適期収
穫に対応し，販売
額の10％以上の増
加を実現する。

販売額の
10％以上の
増加
(197.4％増
加）

223,573
円/10a

4.1 94 169.9 -
665,000
円/10a

10 350 190.0 -
879,699
円/10a

7.9 288 242.3 - 222.0 240.6 0.923
815,034
円/10a

取組前と取組後
のＪＡの販売額
の実績を比較し
検証を行う。

134.0%

規模拡大や新規作付け志
向者に対し,作付け誘導
を実施したが,台風や日
照不足等の影響で作付け
が定着せず,目標面積に
達しなかった。
一方で,技術向上した生
産者は確実に単収が増加
し,成果を上げている。
今後は栽培が定着した生
産者を中心にさらなる面
積拡大を誘導しながら,
関係機関一体となり,技
術支援を行う予定であ
る。

県内のトマト生産者が
参加するトマトネット
ワークや関係団体によ
る販売会議により，収
量の増加や単価向上対
策を行っている。この
中で早期出荷に向けた
取組や春先の増枝を検
討しており，これまで
の省エネ対策に加え，
ヒートポンプを活用し
た高温対策や湿度調整
による増収対策を誘導
していく。

大豆面積も20ｈａに増加
し，コスト軽減も達成され
た。

取組主体に対して，年間５回
発行の「大豆情報」や現地検
討会等を通じて栽培指導を
行ってきた。今後も基本技術
の指導を徹底する。

石巻市
農業再
生協議
会

ネ
ギ:222

ﾌﾞﾛｯｺ
ﾘｰ:
351

ネ
ギ:241

ﾌﾞﾛｯｺ
ﾘｰ:
294

ネギ:
0.921

ﾌﾞﾛｯｺ
ﾘｰ:
1.194

238,341
円/10a

ネギ:
46,839
ﾌﾞﾛｯｺ
ﾘｰ:

36,824

ネギ:
285
ﾌﾞﾛｯｺ
ﾘｰ:
494.7

-
209,064
円/10a

351 294 1.194
171,366
円/10a

同地区では排水不良の
ほ場が多く,安定生産に
向けた技術支援が求め
られる。今年度,普及セ
ンターにおいては湿害
対策として現地検討会
や，県農業試験場で技
術開発された「高速畝
立播種機」による実施
試験を行い,播種法の違
いによるそばの生育や
収量の比較を行った。
引き続き実証ほにおけ
るそばの生育調査を行
うとともに,安定生産に
向けた取組みを支援す
る。

昨年度はＪＡ等が主催
する現地検討会や土壌
診断研修会，栽培講習
会に参加し，土壌診断
に基づく適正施肥や適
切な病害虫防除等の指
導を行った。青ねぎに
ついては定時・定量・
高品質の周年出荷が求
められることから，引
き続き関係機関と連携
しながら，安定生産に
向けた栽培技術の向上
に向けた技術支援を行
う。

補正係数の計算
根拠は全農みや
ぎの県平均単価
を導入

補正には全農み
やぎ青果物販売
実績表の県平均
値を導入

玄そばについ
て，市場取引価
格の推移，需給
レポート等の参
考資料はなかっ
た。
　契約取引の実
態としては，市
場を通さない相
対取引が主に
なっていること
から，市場の動
向等の外的要因
による影響は受
けないと判断
し，価格補正は
行わないことと
した。
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（３）契約栽培の割合の10％以上の増加かつ50％以上とすること

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

ha ha ha

（４）需要減が見込まれる品目・品種から需要が見込まれる品目・品種への転換率100％

単
位

単
位

単
位

ha ha ha

（５）農産物輸出の取組（直近年の輸出実績がある場合の輸出向け出荷量又は出荷額の10％以上の増加，新規の取組の場合又は直近年の輸出実績がない場合の総出荷額に占める輸出向け出荷額の割合５％以上又は輸出向け年間出荷量10トン以上）

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

ha ha ha

（６）労働生産性の10％以上の向上

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

ha ha ha

（注１）「整理番号」欄には，地域協議会等ごとの産地パワーアップ計画の整理番号を記載すること。

登米市
農業再
生協議
会

2

米山町中
津山字平
潟・平地

区

大豆

中心的経営体に大
豆栽培を集約する
ことや，土壌改善
及び均平作業用機
械の導入によるほ
場環境の改善及び
施肥管理の徹底に
よる単収の増加
で，産地として大
豆の販売額10％以
上の増を実現す
る。

販売額10％
以上の増
（10.8％増
加）

60.4
15,757
円/10a

56.1 114,728 78.5 -
17,455円
/10a

69.9 - 142.16 130.92 1.08656.1 126,061 78.5 -
12,179
円/10a

13,225
円/10a

現状及び目標年
の販売額により
増加割合を算出

-149.1%

　計画区域の半数以上を
カバーする取組主体の
H30産大豆の栽培状況
は，作付面積は目標どお
り達成したものの，降雨
による着莢数の減少に加
え，台風による浸水によ
り減収が生じた。さら
に，品質低下による落等
もあり，販売価格が低下
し，目標の販売額を下
回ったものと考えられ
る。

2 定川 大豆

中心的経営体への
機械作業集約の推
進，刈取作業機
械・乾燥調製機
械・病害虫防除作
業機械・土づくり
作業機械の導入に
よる各作業の効率
改善による品質向
上，栽培技術の向
上による収量・品
質の向上

販売額10％
の増加
（10.3％増
加）

110,297

28,897
円/10a

42.7 69,870 176.6 -
31,860
円/10a

- 190.2 130.8 1.45461.2 110,410 176.6 -
23,322
円/10a

48.7 168.1%

　定川地区としては目標
面積には未達だったが，
単収の増加により販売額
の向上を達成することが
できた。
　今後は，JAいしのまき
麦・大豆栽培マニュアル
の実践をさらに徹底し，
収量と品質の向上を図
る。

大豆の精算は収
穫年の翌々年の5
月頃となるた
め，H30販売額が
未だ確定せず，
H29実績を記載。

3 大沢 大豆

　適期収穫の実現
に必要な大豆コン
バインの導入によ
る収量・品質の向
上ほか，JAいしの
まき麦・大豆栽培
マニュアルの実践
の徹底

販売額10%
以上の増加
（10.3%増
加）

102,540 110.7

28,897
円/10a

34.7 56,779 176.6 -
31,860
円/10a

34.7 62,601 176.6 -
20,464
円/10a

31.9 58,470 111.5 - 190.2 130.8 1.454
29,707
円/10a

出荷伝票等によ
り受益農家の大
豆販売額を算出

27.3%

　単収は増加したが，品
質低下により販売価格が
低下し，販売額が目標に
到達しなかった。
面積については、地域の
生産者が主食用米作付面
積を拡大したことから、
取組主体での大豆作付面
積が減少したもの。
令和2年産については、
取組主体や地域の生産者
に対して、目標面積の達
成に向けて大豆の作付面
積を拡大するよう誘導し
ていく。
JAいしのまき麦・大豆栽
培マニュアルの実践をさ
らに徹底し，収量と品質
の向上を図る。

取組主体に対して，年
間５回発行の「大豆情
報」や現地検討会等を
通じて栽培指導を行っ
てきた。今後も排水対
策等の基本技術の指導
を徹底する。
また，関係機関と連携
し，取組主体や地域の
生産者に対して作付面
積の拡大を誘導してい
く。

大豆の精算は収
穫年の翌々年の5
月頃となるた
め，H30販売額が
未だ確定せず，
H29実績を記載。

4 本町 大豆

中心的経営体への
作業集約，適期作
業に必要な病害虫
防除及び中耕培土
機材の導入，JAい
しのまき麦・大豆
栽培マニュアルの
実践の徹底 販売額10%

以上の増加
（10.3%増
加）

28,897
円/10a

20.4 33,380 176.6 -
31,860
円/10a

22.8 41,133 176.6 -
19,011
円/10a

19.6 34,770 107.2 - 190.2 130.8 1.454
27,640
円/10a

出荷伝票等によ
り受益農家の大
豆販売額を算出

-42.4%

播種後の湿害により，収
量が減少した。
また、面積については、
地域の生産者が主食用米
作付面積を拡大したこと
から、取組主体での大豆
作付面積が減少したも
の。
令和2年産については、
取組主体や地域の生産者
に対して、目標面積の達
成に向けて大豆の作付面
積を拡大するよう誘導し
ていく。
JAいしのまき麦・大豆栽
培マニュアルの実践をさ
らに徹底し，収量と品質
の向上を図る。

取組主体に対して，年
間５回発行の「大豆情
報」や現地検討会等を
通じて栽培指導を行っ
てきた。今後も排水対
策等の基本技術の指導
を徹底する。
また，関係機関と連携
し，取組主体や地域の
生産者に対して作付面
積の拡大を誘導してい
く。

大豆の精算は収
穫年の翌々年の5
月頃となるた
め，H30販売額が
未だ確定せず，
H29実績を記載。

5
中山上
谷地

大豆

中心的経営体への
作業集約，適期作
業に必要な大型コ
ンバイン，トラク
ター，ロータリー
の導入，JAいしの
まき麦・大豆栽培
マニュアルの実践

販売額10%
以上の増加
（10.3%増
加）

28,897
円/10a

83.7 136,958 176.6 -
31,860
円/10a

83.7 151,001 176.6 -
19,381
円/10a

123.6 215,790 111.0 - 190.2 130.8 1.454
28,185
円/10a

出荷伝票等によ
り受益農家の大
豆販売額を算出

-24.0%

播種後の湿害により，収
量が減少した。
JAいしのまき麦・大豆栽
培マニュアルの実践をさ
らに徹底し，収量と品質
の向上を図る。

取組主体に対して，年
間５回発行の「大豆情
報」や現地検討会等を
通じて栽培指導を行っ
てきた。今後も排水対
策等の基本技術の指導
を徹底する。

大豆の精算は収
穫年の翌々年の5
月頃となるた
め，H30販売額が
未だ確定せず，
H29実績を記載。

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標

都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年
度

面積 面積 総生産量又は 契約取引量

事後評価の検証方
法(※定量的な検証
ができること。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価年
度

面積 総生産量又は 契約取引量
総出荷量 総出荷量 総出荷量
総生産量又は 契約取引量 年

度

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標
事後評価の検証方
法(※定量的な検証
ができること。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価 都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年
度

面積 年
度

面積 年
度

面積

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標
事後評価の検証方
法(※定量的な検証
ができること。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価 都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年
度

面積 総出荷量又は輸出向出荷量 年
度

面積 総出荷量又は輸出向出荷量 年
度

面積 総出荷量又は輸出向出荷量
総出荷額 又は出荷額 総出荷額 又は出荷額 総出荷額 又は出荷額

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標

備考
現状 目標 実績

年
度

面積 生産量又は 価格
(販売単価) 労働時間

地域(県又は国を含む)
の価格(販売単価)

都道府県の評価補正係数
価格補正
後の実績

事後評価の検証方
法(※定量的な検
証ができるこ
と。)

達成率
（％）面積 生産量又は 価格
(販売単価) 地域協議会等の評価

目標年度出荷量 出荷量 出荷量
年
度

労働時間 年
度

面積 生産量又は 価格
(販売単価) 労働時間 事業実施
前年度

取組主体に対して，年
間５回発行の「大豆情
報」や現地検討会等を
通じて栽培指導を行っ
てきた。今後も排水対
策等の基本技術の指導
を徹底する。

県から三回の大豆栽培
情報発行，7回の栽培講
習会及び現地検討会等
に出席し，技術指導を
行った。取組主体のほ
場で行われた実証試験
では，土づくりや病害
虫防除方法の検討を重
ね，8月13日には現地ほ
場で直接，栽培指導を
行った。
　取組主体のH30産大豆
の減収は，降雨による
湿害が主要因と考えら
れるため，引き続き，
排水対策や地力増進に
向けた指導を継続して
いく。

33,878
円/10a

出荷伝票等によ
り受益農家の大
豆販売額を算出

石巻市
農業再
生協議
会



（注２）果樹の改植を行う場合は，「作物名」欄に対象品目，品種を記載すること（都道府県事業実施方針に定める対象品目，品種に限る）。
（注３）（２）及び（６）の「地域(県又は国を含む)の価格（販売単価）」欄については，事後評価時に使用するものとし，地方卸売市場取引価格などを基に事業実施前年度と，目標年度の価格（販売単価）を記載すること。　なお，分みつ糖の計画の場合は，販売価格に国内産糖交付金を加えること。
（注４）（２）及び（６）の「補正係数」欄については，事後評価時に使用し，「地域（県又は国を含む）の事業実施前年度の価格（販売単価）÷地域（県又は国を含む）の目標年度の価格（販売単価）」により算出した値を記載し，「価格補正後の実績」欄には，「実績欄の価格（販売単価）×補正係数×実績欄の数量」又は
　　　　「実績欄の価格（販売単価）×補正係数×実績欄の数量－生産コスト」で算出した額をもって現状及び目標と対比可能な数値を記載すること。また，「達成率」欄については，「価格補正後の実績」欄に記載の数値をもって算出すること。なお，「補正係数」は小数点以下４桁目を四捨五入し，小数点以下３桁とすること。
　　　　ただし，予め価格を固定した契約取引など，市場の需給といった外的要因等による価格変動が生じないときは，価格補正は行わないものとする。
（注５）（５）の「成果目標」欄については，実施要領第４の５の（１）の⑤に基づき設定した成果目標の内容を記載すること。
（注６）「都道府県の評価」欄については，実績時及び事後評価時に使用するものとし，①産地の現状，課題・問題点，②本事業の取組や産地独自の取組による効果や成果目標の達成状況，③実績等が現状を上回る又は下回る場合の具体的な要因，④達成状況が低調な場合における具体的な指導内容等を記載すること。
（注７）取組のない場合であっても，（１）～（６）は削除しないこと。
（注８）中山間地域所得向上支援事業と連携する産地パワーアップ計画である場合，優先枠（ＩＣＴ）を利用する当該計画の場合は，備考欄にその旨を記載すること。



２　事業計画（実績）
（１）総括表

地域協 整理 事業区分 総事業費 年度別内訳

議会名 番号 （円） 平成２８（西暦２０１６）年度 平成２９（西暦２０１７）年度 平成３０（西暦２０１８）年度

総事業費 総事業費 総事業費

国費 その他 （円） 国費 その他 （円） 国費 その他 （円） 国費 その他

基金事業 整備事業

生産支援事業

効果増進事業

計

整備事業

計

基金事業 整備事業

生産支援事業

効果増進事業

計

整備事業

計

基金事業 整備事業

生産支援事業

効果増進事業

計

整備事業

計

基金事業 整備事業

生産支援事業

効果増進事業

計

整備事業

計

基金事業 整備事業

生産支援事業

効果増進事業

計

整備事業

計

基金事業 整備事業

生産支援事業

効果増進事業

計

整備事業

計

基金事業 整備事業

生産支援事業

効果増進事業

計

整備事業

計

市町村費 都道府県費 市町村費 都道府県費 市町村費都道府県費 市町村費 都道府県費

角田市
水田農
業推進
協議会

1

1,447,200 478,000 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

969,200 1,447,200 478,000 0 0 969,200

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1,447,200 478,000 0 0 969,200 1,447,200 478,000 0 0 969,200

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1,447,200 478,000 0 0 969,200 1,447,200 478,000 0 0 969,200

川崎町
地域水
田農業
推進協
議会

1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

600,000 277,000 0 0 323,000 600,000 277,000 0 0 323,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

600,000 277,000 0 0 323,000 600,000 277,000 0 0 323,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

600,000 277,000 0 0 323,000 600,000 277,000 0 0 323,000

丸森町
水田農
業推進
協議会

2

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7,884,000 3,650,000 0 0 4,234,000 7,884,000 3,650,000 0 0 4,234,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7,884,000 3,650,000 0 0 4,234,000 7,884,000 3,650,000 0 0 4,234,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7,884,000 3,650,000 0 0 4,234,000 7,884,000 3,650,000 0 0 4,234,000

仙台市
農業振
興協議
会

1

5,151,600 2,385,000 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2,766,600 5,151,600 2,385,000 0 0 2,766,600

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5,151,600 2,385,000 0 0 2,766,600 5,151,600 2,385,000 0 0 2,766,600

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5,151,600 2,385,000 0 0 2,766,600 5,151,600 2,385,000 0 0 2,766,600

名取市
水田農
業推進
協議会

1 1/2 107,201,610 49,629,000 0 0 57,572,610 107,201,610 49,629,000 0 0 57,572,610

1/3 137,755,857 42,517,000 0 0 95,238,857 137,755,857 42,517,000 0 0 95,238,857

4/10 79,474,533 29,435,000 0 0 50,039,533 79,474,533 29,435,000 0 0 50,039,533

23,013,823 10,653,000 0 0 12,360,823 23,013,823 10,653,000 0 0 12,360,823

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

347,445,823 132,234,000 0 0 215,211,823 347,445,823 132,234,000 0 0 215,211,823

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

347,445,823 132,234,000 0 0 215,211,823 347,445,823 132,234,000 0 0 215,211,823

大和町
地域水
田農業
推進協
議会

1

0 0 0 0 0

26,987,904 12,494,000 0 0 14,493,904 26,987,904 12,494,000 0 0 14,493,904

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

26,987,904 12,494,000 0 0 14,493,904 26,987,904 12,494,000 0 0 14,493,904

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

26,987,904 12,494,000 0 0 14,493,904 26,987,904 12,494,000 0 0 14,493,904

大崎市
農業再
生協議
会

1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1,296,000 600,000 0 0 696,000 1,296,000 600,000 0 0 696,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1,296,000 600,000 0 0 696,000 1,296,000 600,000 0 0 696,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1,296,000 600,000 0 0 696,000 1,296,000 600,000 0 0 696,000



基金事業 整備事業

生産支援事業

効果増進事業

計

整備事業

計

基金事業 整備事業

生産支援事業

効果増進事業

計

整備事業

計

基金事業 整備事業

生産支援事業

効果増進事業

計

整備事業

計

基金事業 整備事業

生産支援事業

効果増進事業

計

整備事業

計

基金事業 整備事業

生産支援事業

効果増進事業

計

整備事業

計

基金事業 整備事業

生産支援事業

効果増進事業

計

整備事業

計

基金事業 整備事業

生産支援事業

効果増進事業

計

整備事業

計

基金事業 整備事業

生産支援事業

効果増進事業

計

整備事業

計

大崎市
農業再
生協議
会

2

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6,995,160 3,238,000 0 0 3,757,160 6,995,160 3,238,000 0 0 3,757,160

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6,995,160 3,238,000 0 0 3,757,160 6,995,160 3,238,000 0 0 3,757,160

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6,995,160 3,238,000 0 0 3,757,160 6,995,160 3,238,000 0 0 3,757,160

美里町
地域農
業再生
協議会

1

162,000,000 75,000,000 0 0 87,000,000 162,000,000 75,000,000 0 0 87,000,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

162,000,000 75,000,000 0 0 87,000,000 162,000,000 75,000,000 0 0 87,000,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

162,000,000 75,000,000 0 0 87,000,000 162,000,000 75,000,000 0 0 87,000,000

登米市
農業再
生協議
会

1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11,143,440 5,159,000 0 0 5,984,440 11,143,440 5,159,000 0 0 5,984,440

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11,143,440 5,159,000 0 0 5,984,440 11,143,440 5,159,000 0 0 5,984,440

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11,143,440 5,159,000 0 0 5,984,440 11,143,440 5,159,000 0 0 5,984,440

登米市
農業再
生協議
会

2

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

17,820,000 8,250,000 0 0 9,570,000 17,820,000 8,250,000 0 0 9,570,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

17,820,000 8,250,000 0 0 9,570,000 17,820,000 8,250,000 0 0 9,570,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

17,820,000 8,250,000 0 0 9,570,000 17,820,000 8,250,000 0 0 9,570,000

登米市
農業再
生協議
会

3

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10,929,600 5,060,000 0 0 5,869,600 10,929,600 5,060,000 0 0 5,869,600

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10,929,600 5,060,000 0 0 5,869,600 10,929,600 5,060,000 0 0 5,869,600

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10,929,600 5,060,000 0 0 5,869,600 10,929,600 5,060,000 0 0 5,869,600

石巻市
農業再
生協議
会

1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7,873,200 3,645,000 0 0 4,228,200 7,873,200 3,645,000 0 0 4,228,200

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7,873,200 3,645,000 0 0 4,228,200 7,873,200 3,645,000 0 0 4,228,200

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7,873,200 3,645,000 0 0 4,228,200 7,873,200 3,645,000 0 0 4,228,200

石巻市
農業再
生協議
会

2

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

49,237,956 22,795,000 0 0 26,442,956 49,237,956 22,795,000 0 0 26,442,956

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

49,237,956 22,795,000 0 0 26,442,956 49,237,956 22,795,000 0 0 26,442,956

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

49,237,956 22,795,000 0 0 26,442,956 49,237,956 22,795,000 0 0 26,442,956

石巻市
農業再
生協議
会

3

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13,369,644 6,189,000 0 0 7,180,644 13,369,644 6,189,000 0 0 7,180,644

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13,369,644 6,189,000 0 0 7,180,644 13,369,644 6,189,000 0 0 7,180,644

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13,369,644 6,189,000 0 0 7,180,644 13,369,644 6,189,000 0 0 7,180,644



基金事業 整備事業

生産支援事業

効果増進事業

計

整備事業

計

基金事業 整備事業

生産支援事業

効果増進事業

計

整備事業

計

基金事業 整備事業

生産支援事業

効果増進事業

計

整備事業

計

基金事業 整備事業

生産支援事業

合計 効果増進事業

計

整備事業

計

（注）整備事業について，交付率が複数ある場合は，交付率ごとに区分して記入し，交付率を備考欄に記入すること。

（注２）総括表は３か年ごとに作成する。事業実施期間が異なる場合は適宜追加すること。

（２）内訳
別添のとおり。

（別添１）

ア　基金事業

内訳

　　ａ　整備事業

地域協 整理 № 地区名 取組 対象作物 面積 農業 事業 目標 取組目標 事業内容 総事業費 完了 事後評価 費用対効果 取組目標 取組主体 地域協議会 都道府県

議会名 番号 主体名 名 （㏊） 現状値 目標値 実績 （円） 年月日 の検証方法 分析結果 の達成状況 の評価 等の評価 の評価

（H28年度） （R1年度） （H30年度）

附帯事務費（都道府県，市町村）

計

都道府県費国費

備考

者数 実施
年度

年度 市町村費 その他

名取市水
田農業推
進協議会

1 1 植松

農事組合
法人

U.M.A.S.
I

水稲・
大豆

135
(水稲
100ha
，大
豆

35ha)

8 28 30

生産コス
ト▲

9.8％以
上

(H27年
度)

106,208
円/10a

H29.3.31

該当年度の
損益実績に
より，10a当
たりの全生
産コストを
算出し，比
較検証す
る。

1.4 390.8%

(H30年
度)

95,776
円/10a

(H30年
度)

65,438
円/10a

【乾燥調製施設新築工事】
Ｓ造2階建　全体建築面積＝410坪程
度
（うち乾燥調製施設建築面積＝260坪
程度）
[乾燥設備]
処理面積135ha　総処理量746t(水稲
668t（乾籾）,大豆　78t（乾燥大
豆））
遠赤外線汎用型乾燥機60石×1台，遠
赤外線乾燥機60石×8台，籾摺機6イ
ンチ×2台，色彩選別機2台　他

昨年に引き
続き，地代
賃料の見直
しに取り組
みコスト削
減した。施
設導入によ
り作業効率
が大幅に上
昇したこと
によって，
労働費も削
減すること
ができた。

施設整備や
規模に応じ
た機械導入
で効率的な
作業が可能
となり，人
件費等のコ
スト削減に
繋がった。

稲作情報
（技術指
導）の提供
（４回），
大豆情報
（技術指
導）の提供
（２回）及
び随時の技
術指導を
行った。
経営管理の
改善のた
め，令和元
年度の農業
法人経営安
定化ハンズ
オン支援事
業実施への
誘導を行っ
た。

231,167,230 85,762,000 0 0 145,405,230

231,167,230 85,762,000 0 0 145,405,230

（工種，施設区分，構造，規格，能力
等）

石巻市
農業再
生協議
会

4

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6,348,888 2,939,000 0 0 3,409,888 6,348,888 2,939,000 0 0 3,409,888

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6,348,888 2,939,000 0 0 3,409,888 6,348,888 2,939,000 0 0 3,409,888

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6,348,888 2,939,000 0 0 3,409,888 6,348,888 2,939,000 0 0 3,409,888

石巻市
農業再
生協議
会

5

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

21,591,792 9,995,000 0 0 11,596,792 21,591,792 9,995,000 0 0 11,596,792

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

21,591,792 9,995,000 0 0 11,596,792 21,591,792 9,995,000 0 0 11,596,792

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

21,591,792 9,995,000 0 0 11,596,792 21,591,792 9,995,000 0 0 11,596,792

石巻市
農業再
生協議
会

6

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13,151,592 6,088,000 0 0 7,063,592 13,151,592 6,088,000 0 0 7,063,592

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13,151,592 6,088,000 0 0 7,063,592 13,151,592 6,088,000 0 0 7,063,592

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13,151,592 6,088,000 0 0 7,063,592 13,151,592 6,088,000 0 0 7,063,592

(486,432,000) (196,581,000) (0) (0) (289,851,000) (486,432,000) (196,581,000) (0) (0) (289,851,000) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

486,432,000 196,581,000 0 0 289,851,000 486,432,000 196,581,000 0 0 289,851,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(224,841,799) (103,895,000) (0) (0) (120,946,799) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

224,841,799 103,895,000 0 0 120,946,799 224,841,799 103,895,000 0 0 120,946,799 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(711,273,799) (300,476,000) (0) (0) (410,797,799) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

711,273,799 300,476,000 0 0 410,797,799 711,273,799 300,476,000 0 0 410,797,799 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(711,273,799) (300,476,000) (0) (0) (410,797,799) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

711,273,799 300,476,000 0 0 410,797,799 711,273,799 0 0 0 0300,476,000 0 0 410,797,799 0 0 0 00 0



附帯事務費（都道府県，市町村）

計

附帯事務費（都道府県，市町村）

計

合計

　　ｂ　生産支援事業

地域協 整理 № 地区名 取組 対象作物 面積 農業 事業 目標 取組目標 事業内容 総事業費 完了 事後評価 費用対効果 取組目標 取組主体 地域協議会 都道府県

議会名 番号 主体名 名 （㏊） 現状値 目標値 実績 （円） 年月日 の検証方法 分析結果 の達成状況 の評価 等の評価 の評価

（  年度） （  年度） （  年度）

計

名取市水
田農業推
進協議会

1 1 植松

農事組合
法人

U.M.A.S.
I

水稲 100 8 28 30
生産コス
ト▲12％
以上

(H27年
度)

118,112
円/10a

H29.3.31

該当年度の
損益実績に
より，10a当
たりの全生
産コストを
算出し，比
較検証す
る。

2.2 289.6%

(H30年
度)

103,916
円/10a

(H30年
度)

76,998
円/10a

【共同育苗施設整備工事】
S造2階建　建築面積＝410坪程度
（うち育苗施設建築面積＝150坪程
度）
[育苗設備]
処理面積90ha（水稲100haのうち直播
面積10haを除く），総処理箱数
18,000箱
播種プラント1式，苗箱自動供給機1
台，苗箱自動積重装置1台　他

生産資材諸
材料等のコ
ストを最大
限に削減し
た。昨年に
引き続き，
地代賃料の
見直しに取
り組みコス
ト削減し
た。施設導
入により作
業効率が大
幅に上昇し
たことに
よって，労
働費も削減
することが
できた。

施設整備や
規模に応じ
た機械導入
で効率的な
作業が可能
となり，人
件費等のコ
スト削減に
繋がった。

稲作情報
（技術指
導）の提供
（４回）及
び随時の技
術指導を
行った。
経営管理の
改善のた
め，令和元
年度の農業
法人経営安
定化ハンズ
オン支援事
業実施への
誘導を行っ
た。93,264,770 35,819,000 0 0 57,445,770

93,264,770 35,819,000 0 0 57,445,770

美里地域
農業再生
協議会

1 1

美里町・
大崎市
（鹿島
台・松
山・田
尻）・涌
谷町

みどりの
農業協同
組合

露地野菜
（青ね
ぎ）

10.0 15 28 30

販売額の
10％以上
の増加
(197.4％
増加）

(H27年
度)

223,573
円/10a

(H30年
度)

665,000
円/10a

(H30年
度)

788,359
円/10a

【集出荷貯蔵施設】
軽量鉄骨造　(719.28㎡)689.21㎡
皮剥ぎ機（根切付）（120ｋｇ/時
間）2台，コンプレッサー 2台，予冷
庫 (22坪)25坪
ベルトコンベア 4セット，パレット
一体型デジタル秤 1台

昨年度はＪ
Ａ等主催に
よる現地検
討会や土壌
診断研修
会，栽培講
習会に参加
し，土壌診
断に基づく
適正施肥や
適切な病害
虫防除等の
指導を行っ
た。青ねぎ
については
定時・定
量・高品質
の周年出荷
が求められ
ることか
ら，引き続
き関係機関
と連携しな
がら，安定
生産に向け
た栽培技術
の向上に向
けた技術支
援を行う。

除税額
12,000,000円
うち国費
6,000,000円

162,000,000 75,000,000 87,000,000

H29.7.31

栽培技術の
向上による
収量増加と
販路拡大に
努めたこと
により，取
組目標（販
売額の10％
以上の増
加）を達成
することが
できた。

面積は実績
値が目標値
に達しな
かったた
め，作付け
の拡大は図
られなかっ
た。価格
（販売単
価）につい
ては変動す
るため，安
定した販売
実績を積み
重ねていく
ためには，
面積の拡大
を図ってい
くことが必
要である。

取組前と取
組後のJAの
販売額の実
績を比較し
検証を行う

1.34 127.9%

162,000,000 75,000,000 0 0 87,000,000

486,432,000 196,581,000 0 0 289,851,000

備考

者数 実施
年度

年度 （機械（能力，台数），リース機械（能
力，台数），資材費等）

国費 都道府県費 市町村費 その他

角田市水
田農業推
進協議会

1 1 隈東
舘島田生
産組合

ねぎ 2.5 27 28 30
販売額
84.7％以
上の増加

(H27年
度)

122,103
円/10a

(H30年
度)

225,527
円/10a

(H30年
度)

314,553
円/10a

【リース】
長ネギ皮剥き機　１台
ベストロボ　処理量100kg/h

H29.3.31

1,447,200 478,000 0 0

出荷実績及
び収支決算
書により事
業取組前と
目標年度の
販売額の算
出

186.1%

天候不順
（日照不
足，台風の
風被害）に
より想定よ
り品質低下
と収量減に
見舞われた
が，機械導
入により作
業性が向上
し面積拡大
及び商品化
率アップに
つながっ
た。

ネギは，面
積拡大に伴
い，生産量
は順調に増
加してきて
いる。その
一方，ブ
ロッコリー
について
は，H30は台
風の影響で
収量が半分
以下とな
り，達成率
が低くなっ
た。
　H31はネ
ギ，ブロッ
コリーとも
H30と同程度
の栽培が予
定されてお
り，出荷量
の増加が期
待される。
　今後も関
係機関と連
携を図りな
がら，安定
した生産量
の確保のた
め，技術支
援を行う予
定である。

収益向上の
ため品種検
討や新たな
作型の実証
試験を行
い，催事
（ねぎまつ
り）を実施
するなど，
地域の産地
化を牽引し
ている。今
後も機械導
入や栽培技
術向上への
支援を継続
的に行う。

969,200

1,447,200 478,000 0 0 969,200



計

計

計

川崎町地
域水田農
業推進協
議会

1 1 川崎

みやぎ仙
南農業協
同組合川
崎園芸振
興普及会

ブロッコ
リー

1.69 6 28 30
販売額
17%以上
の増加

(H27年
度)

95,524
円/10a

(H30年
度)

111,769
円/10a

(H30年
度)

143,530
円/10a

作業効率の
向上及び適
期管理によ
り，目標を
達成するこ
とができた
一方，大き
く栽培して
いた農家の
撤退によ
り，面積が
減少した。
新規参入者
もあったこ
とから，耕
作者は増加
したため，
今後，技術
の安定とと
もに面積が
拡大するも
のと考えて
いる。

土地利用型
園芸作物の
生産振興に
力を入れて
おり，講習
会を実施し
技術向上に
意欲的であ
る。今後も
ブロッコ
リー等の安
定栽培術の
確立に向け
た支援を行
う。

〔リース〕
畝立て同時マルチ機　1台

600,000 277,000 0 0 323,000

H29.3.31

市場への販
売伝票を元
に現状の販
売額を算出
し，実績値
も同様の手
法で算出。

295.5%

作付面積の
大きかった
農家が撤退
したことに
より面積が
減少した。
新規参入者
もあり，農
家数は増加
しており，
今後，技術
の安定とと
もに作付面
積の拡大に
つながると
考えてい
る。

22 28 28

600,000 277,000 0 0 323,000

丸森町水
田農業推
進協議会

2 1 佐野

農事組合
法人

羽山の里
佐野

水稲 30
生産コス
ト▲
20.2％

(H27年
度)

113,216
円/10a

(H30年
度)

90,402
円/10a

(H30年
度)

85,345
円/10a

【リース】
コンバイン
５条刈　75PS　１台

H29.3.31

7,884,000 3,650,000 0 0

法人の決算
書または確
定申告書に
より全生産
コストを現
状値と比較
検証する。

122.2%

コンバイン
の導入及び
農地の集約
化が進み，
作業の効率
化につな
がった。種
苗費・肥料
費等のコス
ト削減によ
り目標達成
できた。

農地の集
積・集約化
及びコンバ
イン導入に
より，作業
の効率化が
図られ，種
苗費，肥料
費等が削減
された事に
より目標を
達成する事
ができた。

町内の集落
営農法人間
での連携を
すすめ，経
営発展に積
極的に取り
組んでい
る。水稲作
業の効率化
が可能にな
り，より収
益を上げる
ための園芸
作物の導
入・作付拡
大に向けた
支援を行
う。

4,234,000

7,884,000 3,650,000 0 0 4,234,000

仙台市農
業振興協
議会

1 1 井土

農事組合
法人　井
土生産組

合

水稲 51.8 16 28 30
生産コス
ト▲10％
以上

(H27年
度)

69,768
円/10a

(H30年
度)

62,764
円/10a

(H30年
度)

39,722
円／10a

乾田直播の
面積拡大に
伴い，育苗
作業に係る
労働費，燃
料費及び薬
剤費の削減
が図られ，
目標を達成
することが
できた。

水稲直把情
報（技術資
料）の提供
（３回）及
び随時の技
術指導，低
コスト化の
意識付け指
導を行っ
た。
農業法人経
営安定化ハ
ンズオン支
援事業によ
り，中長期
事業計画の
作成と社内
共有，理事
と社員の業
務範囲の確
定等につい
て支援を
行った。

【農業機械のリース】
①パワーハロー（作業幅：3ｍ）
②シードドリル（条数：25条）
③ケンブリッジローラー（作業幅：
5.3ｍ）

5,151,600 2,385,000 0 0 2,766,600

H29.3.31

該当年度の
実績により
の法人の10a
当たりの全
生産コスト
を算出し，
比較検討す
る。

429.0%

乾田直播機
械を導入し
たことによ
り乾田直播
面積が拡大
する事がで
き労働費を
抑える事が
出来た。

135
（水
稲：
100ha
，大
豆
35ha
）

8 28

5,151,600 2,385,000 0 0 2,766,600

名取市水
田農業推
進協議会

1 1 植松

農事組合
法人

U.M.A.S.
I

水稲・大
豆

30

生産コス
ト▲

9.8％以
上

(H27年
度)

106,208
円/10a

(H30年
度)

95,776
円/10a

(H30年
度)

65,438
円/10a

【農業機械のリース】
自脱型コンバイン（6条刈，123ps）
トラクター（113ps，クローラータイ
プ）

施設整備や
規模に応じ
た機械導入
で効率的な
作業が可能
となり，人
件費等のコ
スト削減に
繋がった。

稲作情報
（技術指
導）の提供
（４回），
大豆情報
（技術指
導）の提供
（２回）及
び随時の技
術指導を
行った。
経営管理の
改善のた
め，令和元
年度の農業
法人経営安
定化ハンズ
オン支援事
業実施への
誘導を行っ
た。

H29.3.31

23,013,823 10,653,000 0 0 12,360,823

該当年度の
損益実績に
より10a当た
りの全生産
コストを算
出し，比較
検証する。

390.8%

昨年に引き
続き，地代
賃料の見直
しに取り組
みコスト削
減した。施
設導入によ
り作業効率
が大幅に上
昇したこと
によって，
労働費も削
減すること
ができた。

23,013,823 10,653,000 0 0 12,360,823



計

計

計

計

28

大和町地
域水田農
業推進協
議会

1 1 吉岡

有限会社
サンフ
レッシュ
七ツ森

トマト 1 3 28

0

30
販売額
12.1％以
上の増加

(H27年
度)

8,095,00
0円/10a

(H30年
度)

9,072,00
0円/10a

(H30年
度)

7,807,26
5円/10a

【農業機械のリース】
ヒートポンプ NGP1010T
　　　　　　28.0kW×14台

H28.8.31

26,987,904 12,494,000 0

14,493,904

現状年及び
目標年にお
ける出荷販
売額実績に
より増加額
を算出

-29.5%

H29同様H30
は更に単価
定価し，販
売額が減
少。しか
し，生産量
は増加。出
荷最盛期の
出荷増によ
り，単価が
低下傾向。
湿度及び温
度管理を一
層安定させ
ることで，
総出荷量の
増加を図
り，出荷額
の増加を見
込んでい
る。

生産量は順
調に増加し
ているが，
地域内で出
荷量が集中
する月の増
加により販
売単価が低
下傾向にあ
るため，販
売額が減少
している。
湿度及び温
度管理を一
層向上さ
せ，出荷量
の比較的少
ない月に販
売量を増加
をさせるこ
とで出荷額
の増加を見
込んでい
る。

トマト生産
者が参加す
るトマト
ネットワー
クにおいて
技術研鑽を
行い，今後
も収量の増
加が見込ま
れる。単価
確保のた
め，出荷先
である全農
に契約出荷
等，有利な
販売を依頼
していく。

17.4 5 28

14,493,904

26,987,904 12,494,000 0 0

大崎市農
業再生協
議会

1 1 鳴子温泉

（株）ス
マイル
フィール

ド

そば 30

販売額
40.1％の
増加

(H27年
度)
5,050
円/10a

(H30年
度)
7,076
円/10a

(H30年
度)
8,567
円/10a

【リース】
低温貯蔵庫（72俵×2台）

H29.3.31

1,296,000 600,000 0 0

該当年度の
販売実績に
より，10a当
たりの販売
額を比較す
る。

173.6%

低温貯蔵庫
導入によ
り，高品質
のそばが供
給可能と
なってお
り，また販
売額も向上
したことか
ら，本事業
を活用した
ことによ
り，そばの
産地として
のブランド
化を押し進
めることが
できた。

収量及び販
売単価等が
安定しない
年もあった
ものの，低
温貯蔵庫導
入により高
品質のそば
が供給可能
となってい
る。また，
最終年の実
績は目標を
達成してい
ることか
ら，本事業
の趣旨を十
分に活用で
きた。

同地区では
排水不良の
ほ場が多
く，安定生
産に向けた
技術支援が
求められ
る。今年
度，普及セ
ンターにお
いては湿害
対策として
現地検討会
や，県農業
試験場で技
術揮発され
た「高速畝
立播種機」
による実証
試験を行
い，播種法
の違いによ
るそばの生
育や収量の
比較を行っ
た。引き続
き実証ほに
おけるそば
の生育調査
を行うとと
もに，安定
生産に向け
た取組みを
支援する。

玄そばにつ
いて,市場取
引価格の推
移，需給レ
ポート等の
参考資料は
なかった。
契約取引の
実績として
は，市場を
通さない相
対取引が主
になってい
ることか
ら，市場の
動向等の外
的要因によ
る影響は受
けないと判
断し，価格
補正は行わ
ないことと
した。

696,000

1,296,000 600,000 0 0 696,000

大崎市農
業再生協
議会

2 1
鹿島台下
志田北

（農）な
かしだ
ファーム

大豆 20 39 28 30

生産コス
ト11.2％
以上の削

減

(H27年
度)

71,801
円/10a

(H30年
度)

63,727
円/10a

(H30年
度)

34,589
円/10a

最終年の実
績は目標を
大幅に上回
る結果と
なっており,
本事業の趣
旨を十分に
活用でき
た。

昨年度はＪ
Ａ等が主催
する検討会
に参加し，
倒伏軽減な
どを目的に
中耕・培土
や除草剤散
布の時期の
回数時期，
回数につい
ての指導を
行った。ま
た，今年度
についても
現地実証ほ
において難
防除雑草対
策や土壌改
良資材を用
いた土壌改
良について
の検討会を
行い，引き
続き大豆の
安定生産に
向けた技術
支援を行
う。

【リース】
普通コンバイン（2条刈　刃幅
1,520mm)×１台

6,995,160 3,238,000 0 0 3,757,160

H28.10.31

平成２７年
度組合収支
決算書と平
成３０年度
組合収支決
算書の１０
ａ当たりの
生産コスト
を比較す
る。

460.9%

計画どおり
作業受託面
積を拡大で
き，また外
部委託して
いた刈取り
も自ら行え
るように
なったこと
から，生産
コストを大
幅に減らす
ことができ
た。
　また，団
地化が進ん
だことによ
り，適期刈
取りが可能
となり，品
質の向上に
もつながっ
た。

30 1 30

6,995,160 3,238,000 0 0 3,757,160

登米市農
業再生協
議会

1 1

石越町南
郷字新石
沢前・新
土手前・
新長根下

二階堂純 大豆

生産コス
トの

14.3％以
上の削減

(H27年
度)

79,333
円/10ａ

(H30年
度)

67,980
円/10ａ

(H30年
度)

62,869
円/10a

【リース】
普通型コンバイン（刈幅2.6ｍ１台）

H28.10.31

現状及び目
標の年収支
決算書から
生産コスト
を算出

145.0%

　機械導入
による刈取
委託費,乾燥
調整委託費
が削減され
るととも
に，また,規
模拡大によ
り,コスト削
減を効果的
に実践でき
た。

当初計画ど
おり，中心
的経営体に
農地が集積
されたこと
により，産
地の目標が
達成され
た。

　大豆栽培
情報を3回発
行し，大豆
担当者会議
及び現地検
討会等に７
回出席し，
技術指導を
行った。
　規模拡大
により,コス
ト削減を効
果的に実践
できた。11,143,440 5,159,000 0 0 5,984,440

11,143,440 5,159,000 0 0 5,984,440



計

計

計

計

登米市農
業再生協
議会

2 1
米山町中
津山字平
潟・平

株式会社
たいら

大豆 35 5 28 30
販売額
15.0％の
増加

(H27年
度)

16,423
円/10ａ

(H30年
度)

18,881
円/10ａ

(H30年
度)

13,022
円/10a

【リース】
トラクター（135PS　１台），プラウ
（１台），レーザーレベラー（１
台）

H28.12.31

17,820,000 8,250,000 0 0

現状及び目
標年の販売
額により増
加割合を算
出

-138.4%

大豆販売単
価の下落及
び日照不
足，降雨等
による生育
不良により
収量が減少

土壌改良及
び栽培に最
適な肥料，
除草剤につ
いて関係機
関等に指導
をもらうよ
う助言

大豆栽培情
報を3回発行
し，大豆担
当者会議及
び現地検討
会等に７回
出席し，技
術指導を
行った。8月
13日には現
地ほ場で直
接，取組主
体に栽培指
導を行っ
た。
　取組主体
のＨ３０産
大豆の減収
は，降雨に
よる着莢数
減少，台風
による浸水
等の湿害が
主要因と考
えられ，ま
た，単価下
落も影響
し，目標未
達成となっ
たと考えら
れる

9,570,000

17,820,000 8,250,000 0 0 9,570,000

登米市農
業再生協
議会

3 1

新大江
向・新遠
田・新五
反口・菖

蒲

株式会社
アグリ
ジャパン
東北

大豆 20 3 28 30

生産コス
トの10％
以上の削

減
(16.7％
削減)

(H27年
度)

69,879
円/10a

(H30年
度)

58,180
円/10a

(H30年
度)

51,531
円/10a

計画に基づ
く取組に
よって，取
組主体の目
標は達成さ
れ，中心的
経営体とし
て産地化に
寄与してい
る。

大豆栽培情
報を3回発行
し，大豆担
当者会議及
び現地検討
会等に７回
出席し，技
術指導を
行った。
　H30年は，
計画区域で
中心経営体
が農地集積
出来ず，産
地全体にコ
スト削減効
果が及ばな
かった。
　次年度以
降の作付に
向けて，8月
に協議会か
ら中心的経
営体への農
地集積の見
込みを伺っ
ており，今
後は集積が
進み，目標
達成が図ら
れるものと
考えられ
る。

【リース】
普通型コンバイン（刈幅2.1ｍ１
台），コンバイントレーラー（１
台）

10,929,600 5,060,000 0 0 5,869,600

H28.10.31

現状及び目
標の年収支
決算書から
生産コスト
を算出

156.8%

大型機械の
導入によっ
て作業の効
率化が図ら
れた。ま
た，作業に
係る人件費
の減少によ
り目標は達
成された。

10,929,600 5,060,000 0 0 5,869,600

石巻市農
業再生協
議会

1 1 三輪田
(農）

じょうぼ
ん

大豆 17 22 28 30
生産コス
ト▲
10.2%

(H27年
度)

30,146
円/10a

(H30年
度)

27,057
円/10a

(H30年
度)

26,995
円/10a

【リース】
　汎用コンバイン（刃幅1446mm）1台

H29.3.31

7,873,200 3,645,000 0 0

決算調書に
より10a当た
りの全生産
コストを算
出し比較検
証する。

102.0%

　大豆作付
面積を21ha
に増加し，
生産コスト
も目標を達
成すること
ができた

　大豆作付
面積を21ha
に増加し，
生産コスト
も目標を達
成すること
ができた

取組主体に
対して，年
間５回発行
の「大豆情
報」や現地
検討会等を
通じて栽培
指導を行っ
てきた。今
後も基本技
術の指導を
徹底する。

4,228,200

7,873,200 3,645,000 0 0 4,228,200

石巻市農
業再生協
議会

2 1 定川
（株）ヒ
ロふぁー

む
大豆 20 1 28 30

販売額
10.3％増

加

(H27年
度)

28,897
円/10a

(H30年
度)

31,860
円/10a

(H29年
度)

23,958
円/10a

　単収が大幅
に向上した
が，販売単価
の下落が大き
く，目標とす
る販売額を達
成できなかっ
た。
　今後は，JA
いしのまき
麦・大豆栽培
マニュアルの
実践をさらに
徹底し，収量
と品質の向上
を図る。

取組主体に
対して，年
間５回発行
の「大豆情
報」や現地
検討会等を
通じて栽培
指導を行っ
てきた。今
後も排水対
策等の基本
技術の指導
を徹底す
る。

【リース】
 普通型コンバイン(刃幅1.98m)1台

大豆の精算
は収穫年の
翌々年の5月
頃となるた
め，H30販売
額が未だ確
定せず，H29
実績を記
載。

13,969,044 6,467,000 0 0 7,502,044

H29.3.31

出荷伝票等
により受益
農家の大豆
販売額を算
出

-166.7%

　単収が大幅
に向上した
が，販売単価
の下落が大き
く，目標とす
る販売額を達
成できなかっ
た。
　今後は，JA
いしのまき
麦・大豆栽培
マニュアルの
実践をさらに
徹底し，収量
と品質の向上
を図る。

13,969,044 6,467,000 0 0 7,502,044



計

計

計

計

計

計

合計

（注１）「整理番号」欄には，地域協議会等ごとの産地パワーアップ計画の整理番号を記載すること。

（注２）「№」欄には，産地パワーアップ計画の１の４の番号を記載すること。

（注３）整備事業の附帯事務費の事業内容欄は，生産局長が別に定める附帯事務費の使途基準により記入すること。

（注４）生産支援事業において果樹の改植を行う場合は，「対象作物名」欄に対象品目，品種を記載すること（産地パワーアップ計画に定める対象品目，品種に限る）。

　　　　また，「面積」欄は実施面積を記載すること。

（注５）「取組目標」欄には，産地パワーアップ計画の成果目標の達成に直接的につながる取組を記載すること。

（注６）生産支援事業の「費用対効果分析結果」欄は，機械導入の場合に記載すること（機械導入以外の場合は「－」を記載）。

（注７）整備事業で交付率が複数ある場合は，交付率ごとに区分して記入すること。

（注８）備考欄には仕入れに係る消費税等相当額について，これを減額した場合には「除税額○○○円　うち国費○○○円」を，同税額がない場合は「該当なし」と，同税額が明らかでない場合には｢含税額」とそれぞれ記入すること。

（注９）整備事業において土地利用型作物を対象とした乾燥調製施設，穀類乾燥調製貯蔵施設，農産物処理加工施設及び集出荷貯蔵施設を整備する場合は，取組主体がその整備する施設を適切に衛生管理できる者であることを確認した旨を備考欄に記載すること。

石巻市農
業再生協
議会

2 2 定川
河原営農
組合

大豆 23 23 28 30
販売額
10.3％増

加

(H27年
度)

28,897
円/10a

(H30年
度)

31,860
円/10a

(H29年
度)

19,507
円/10a

【リース】
 汎用型遠赤外線乾燥機（60石）2台
　総処理量　53t（乾燥大豆）
 普通型コンバイン(刃幅1.372m)1台
 乗用管理機　1台
 ハンマーモア（作業幅0.9m）1台

H29.3.31

19,783,440 9,159,000 0 0

出荷伝票等
により受益
農家の大豆
販売額を算
出

-316.9%

　目標単収に
届かず，販売
単価の下落も
大きかったた
め，目標とす
る販売額を達
成できなかっ
た。
　今後は，JA
いしのまき
麦・大豆栽培
マニュアルの
実践をさらに
徹底し，収量
と品質の向上
を図る。

　目標単収に
届かず，販売
単価の下落も
大きかったた
め，目標とす
る販売額を達
成できなかっ
た。
　今後は，JA
いしのまき
麦・大豆栽培
マニュアルの
実践をさらに
徹底し，収量
と品質の向上
を図る。

取組主体に
対して，年
間５回発行
の「大豆情
報」や現地
検討会等を
通じて栽培
指導を行っ
てきた。今
後も排水対
策等の基本
技術の指導
を徹底す
る。

大豆の精算
は収穫年の
翌々年の5月
頃となるた
め，H30販売
額が未だ確
定せず，H29
実績を記
載。

10,624,440

19,783,440 9,159,000 0 0 10,624,440

石巻市農
業再生協
議会

2 3 定川
沖営農組

合
大豆 18.2 14 28 30

販売額
10.3％増

加

(H27年
度)

28,897
円/10a

(H30年
度)

31,860
円/10a

(H29年
度)

28,237
円/10a

　単収が大幅
に向上した
が，販売単価
の下落が大き
く，目標とす
る販売額を達
成できなかっ
た。
　今後は，JA
いしのまき
麦・大豆栽培
マニュアルの
実践をさらに
徹底し，収量
と品質の向上
を図る。

取組主体に
対して，年
間５回発行
の「大豆情
報」や現地
検討会等を
通じて栽培
指導を行っ
てきた。今
後も排水対
策等の基本
技術の指導
を徹底す
る。

【リース】
 トラクター（78ps）1台
 ロータリー（2.4m）1台
 レーザーレベラー（3.2m）1台
 バーチカルハロー（2.1m）1台
 スタブルカルチ（1.9m）1台

大豆の精算
は収穫年の
翌々年の5月
頃となるた
め，H30販売
額が未だ確
定せず，H29
実績を記
載。

15,485,472 7,169,000 0 0 8,316,472

H29.3.31

出荷伝票等
により受益
農家の大豆
販売額を算
出

-22.3%

　単収が大幅
に向上した
が，販売単価
の下落が大き
く，目標とす
る販売額を達
成できなかっ
た。
　今後は，JA
いしのまき
麦・大豆栽培
マニュアルの
実践をさらに
徹底し，収量
と品質の向上
を図る。

15,485,472 7,169,000 0 0 8,316,472

石巻市農
業再生協
議会

3 1 大沢
（農）大
地大沢

大豆 34.7 12 28 30
販売額
10.3％増

加

(H27年
度)

28,897
円/10a

(H30年
度)

31,860
円/10a

(H29年
度)

20,464
円/10a

【リース】
　普通型コンバイン(刃幅1.98m) 1台

H29.3.31

13,369,644 6,189,000 0 0

出荷伝票等
により受益
農家の大豆
販売額を算
出

-284.6%

単収は増加し
たが，品質低
下により販売
価格が低下
し，目標とす
る販売額を達
成できなかっ
た。
　今後は，JA
いしのまき
麦・大豆栽培
マニュアルの
実践をさらに
徹底し，収量
と品質の向上
を図る。

単収は増加し
たが，品質低
下により販売
価格が低下
し，販売額が
目標に到達し
なかった。
JAいしのまき
麦・大豆栽培
マニュアルの
実践をさらに
徹底し，収量
と品質の向上
を図る。

取組主体に
対して，年
間５回発行
の「大豆情
報」や現地
検討会等を
通じて栽培
指導を行っ
てきた。今
後も排水対
策等の基本
技術の指導
を徹底す
る。

大豆の精算
は収穫年の
翌々年の5月
頃となるた
め，H30販売
額が未だ確
定せず，H29
実績を記
載。

7,180,644

13,369,644 6,189,000 0 0 7,180,644

石巻市農
業再生協
議会

4 1 本町
鹿又本町
営農組合

大豆 22.8 20 28 30
販売額
10.3％増

加

(H27年
度)

28,897
円/10a

(H30年
度)

31,860
円/10a

(H29年
度)

19,011
円/10a

播種後の湿
害により，
収量が減少
した。
JAいしのま
き麦・大豆
栽培マニュ
アルの実践
をさらに徹
底し，収量
と品質の向
上を図る。

取組主体に
対して，年
間５回発行
の「大豆情
報」や現地
検討会等を
通じて栽培
指導を行っ
てきた。今
後も排水対
策等の基本
技術の指導
を徹底す
る。

【リース】
　乗用管理機　1台
　ロータリーカルチ　1台

大豆の精算
は収穫年の
翌々年の5月
頃となるた
め，H30販売
額が未だ確
定せず，H29
実績を記
載。

6,348,888 2,939,000 0 0 3,409,888

H29.3.31

出荷伝票等
により受益
農家の大豆
販売額を算
出

-333.6%

播種後の湿
害により，
収量が減少
した。
JAいしのま
き麦・大豆
栽培マニュ
アルの実践
をさらに徹
底し，収量
と品質の向
上を図る。

6,348,888 2,939,000 0 0 3,409,888

石巻市農
業再生協
議会

5 1
中山上谷

地
かのまた
営農組合

大豆 83.7 10 28 30
販売額
10.3％増

加

(H27年
度)

28,897
円/10a

(H30年
度)

31,860
円/10a

(H29年
度)

19,381
円/10a

【リース】
 汎用コンバイン(刃幅1.976m) 1台
 トラクター（78ps）1台
 ロータリー（2.4m）1台

H29.3.31

21,591,792 9,995,000 0 0

出荷伝票等
により受益
農家の大豆
販売額を算
出

-321.2%

播種後の湿
害により，
収量が減少
した。
JAいしのま
き麦・大豆
栽培マニュ
アルの実践
をさらに徹
底し，収量
と品質の向
上を図る。

播種後の湿
害により，
収量が減少
した。
JAいしのま
き麦・大豆
栽培マニュ
アルの実践
をさらに徹
底し，収量
と品質の向
上を図る。

取組主体に
対して，年
間５回発行
の「大豆情
報」や現地
検討会等を
通じて栽培
指導を行っ
てきた。今
後も排水対
策等の基本
技術の指導
を徹底す
る。

大豆の精算
は収穫年の
翌々年の5月
頃となるた
め，H30販売
額が未だ確
定せず，H29
実績を記
載。

11,596,792

21,591,792 9,995,000 0 0 11,596,792

石巻市農
業再生協
議会

6 1
前谷地中

埣

(農）エ
コル

ファーム
大豆 20 3 28 30

生産コス
トの

35.1％以
上の削減

(H27年
度)

74,126
円/10a

(H30年
度)

48,115
円/10a

(H30年
度)

40,992
円/10a

大豆面積も
20ｈａに増
加し，コス
ト軽減も達
成された。

取組主体に
対して，年
間５回発行
の「大豆情
報」や現地
検討会等を
通じて栽培
指導を行っ
てきた。今
後も基本技
術の指導を
徹底する。

【リース】
 トラクター（78ps）　1台
 ロータリー（2.4m）　1台
 レーザーレベラー（3.2m）　1台

13,151,592 6,088,000 0 0 7,063,592

H29.3.31

決算調書に
より10a当た
りの全生産
コストを算
出し比較検
証する。

127.4%

大豆面積も
20ｈａに増
加し，コス
ト軽減も達
成された。

13,151,592 6,088,000 0 0 7,063,592

224,841,799 103,895,000 0 0 120,946,799



　ｃ　効果増進事業

①　計画策定等に要する経費

地域協議 事業内容 員数 単価 総事業費 備考

会等名 （円）

計

合計

②　技術実証に要する経費

地域協議 地区名 取組 対象作物 面積 農業 事業 目標 取組目標 事業内容 総事業費 完了 取組目標 取組主体 都道府県

会等名 主体名 名 （㏊） 現状値 目標値 実績 （円） 年月日 の達成状況 の評価 の評価

（○年度） （○年度） （○年度）

計

計

合計

（注１）「取組目標」欄には，実施要綱別表のメニュー欄の１又は２の効果的な実施に必要な取組を記載すること。

（注２）備考欄には仕入れに係る消費税等相当額について，これを減額した場合には「除税額○○○円　うち国費○○○円」を，同税額がない場合は「該当なし」と，同税額が明らかでない場合には｢含税額」とそれぞれ記入すること。

（ウ）事業の完了予定年月日 平成29(2017)年3月31日

国費 都道府県費 市町村費 その他

その他

備考

者数 実施
年度

年度 （実証リース機械（能力，台数）等） 国費 都道府県費 市町村費


